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論文内容の要旨
監目　的】
成人アトピー性皮膚炎患者のなかに、顔面にびまん性の浸潤性紅斑を生じ、通常の治班に抵抗す
る症例が日常診療の場でしばしば経験される。本症患者の顔面にみられるこの侵潤性紅斑の原因は
よくわかっていない。この顔面の難治性紅斑は自覚症状がまちまちであり、癌ヨ事がきわめて軽微な
症例から激しい痛痔を伴う症例まで認められる。この臨床的事実は、改面難治性紅斑が一様の性格
を有する病変ではない可能性を示唆している。本研究の目的は、この顔面難治性紅斑の病理組織学
的構築を調べることである。
監方　法ヨ
成人アトピー性皮膚炎患者のうち、顔面にぴまん性浸潤性紅斑が3年以上持続し、通常の治療で
改善しない患者21症例を選んだ。アトピー性皮膚炎の診断は、皮疹の形態とその分析、および既往
歴、家族歴などに基づいて行った。
各症例において、患者の同意を得た上で、顔面頚部の浸潤性紅斑を3mmトレパンで生検した。10
％ホルマリンで固定し、パラフィン包埋後、5／∠mの連続切片を作成し、HE染色、ギムザ染色、
エラスティカeワンギーソン染色、および第Ⅶ因子関連抗原の染色を行った。
監結　果ヨ
険索した21症例の顔面難治性紅斑の組織学的所見は一様ではなく、次の3群に大まかに分類する
ことができた：1）湿疹性変化を主体とする病変を示す症例（4例）、2）ステロイド洒査皮様変化
を主体とする病変を示す症例（2例）、および3）湿疹性変化とステロイド酒重度様変化がともに目
立つ病変を示す症例（15例）。
これらのグループの代表的症例の臨床橡と組織像は以下のようであった。
第1群（湿疹性変化を主体とする病変を示す症例）
顔面に浸潤性紅斑がびまん性にあり、強い痛棒を訴えた。
病理組織：表皮にacanthosis、細胞間浮厘、単核球侵入を認めた、真皮上層には密な単核球浸潤
か主として血管周囲性に認められた。好酸球は認められなかった。ギムザ染色では、多数の肥満細
胞が乳頭層から真皮上層にかけて認められた。
第2群（ステロイド酒叡様変化を主体とする病変を示す症例）
顔面にびまん性の浸潤性紅斑と痙瘡様丘疹があり、痛棒は軽度であった。
病理組織：表皮のacanthosisはほとんどなく、軽度の細胞間浮腫がきわめて疎らに認められた。
毛包は開大して内部に角質が充満し、その毛包をとり囲んで単核球性の細胞浸潤が認められた。浸
潤細胞中には好酸球はほとんど認められなかった。エスラティカ・ワンギーソン染色では真皮乳頭
屑の弾力線経に軽度の変性が見られた。第Ⅷ因子関連抗原の免疫組織染色では乳頭層から真皮上層
にかけ毛細血管の拡張と増生が認められた。
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第3群（湿疹性変化とステロイド酒査皮様変化がともに目立つ病変を示す症例）
浸潤性紅斑がびまん性にあり、痙瘡様丘疹が混在していた。療痔は軽度であった。
病理組織所見：表皮に軽度のacanthosis、細胞間浮腫、単核球の侵入を認めた。毛包は関大し、
角質が充満していた。真皮には凋密な細胞浸潤が主として毛包周囲性に認められた。この浸潤細胞
は主としてリンパ球と組織球からなり、好酸球は全く認められなかった。ギムザ染色では乳頭層か
ら真皮上層にかけ、肥満細胞が多数認められた。エラステイカ・ワンギーソン染色では真皮乳頭層
の弾力線経が軽度の変性を示していた。第Ⅷ因子関連抗原の免疫組織染色では、乳頭層から真皮上
層にかけ毛細血管の拡張と内皮細胞の増生が認められた。
【考　察】
成人アトピー性皮膚炎の顔面難治性紅斑の組織所見は一様ではなく、次の3つの群に大まかに分
類できることが判明した。
第1群は湿疹性変化を主体とする病変である。これはアトピー性皮膚炎の病変そのものである可
能性がある。また一方、顔面に使用していた外用剤に対する接触皮膚炎である可能性もある。ステ
ロイド外用剤や非ステロイド外用剤が接触過敏症をしばしば起こすことは報告されている。さらに、
アトピー性皮膚炎の病変もそのものと外用剤による接触皮膚炎が混在している可能性も考えられる。
第2群はステロイド洒査皮様変化を主体とする病変である。この群に属する患者では、顔面のアト
ピー性皮膚炎に対し長顧問ストロイド外用剤をもちいた治療を行ったことにより、ステロイド酒放
様変化を生じた可能性が考えられる。
第3群は湿疹性変化とステロイド酒量皮様変化がともに目立つ病変である。今回検索した21症例の
うち15例（71％）がこの群に属した。つまり、成人アトピー性皮膚炎患者の顔面難治性紅斑の大多
数は、湿疹性変化とステロイド酒査皮様変化が混在した状態であると見なしてよいと考えられる。
さらに、成人アトピー性皮膚炎の顔面難治性紅斑は経過中にこれら3群の間をしばしば移行する。
したがって、この顔面難治性紅斑の治療においては、その臨床的特徴および病理組織的特徴を十分
に検索し把握する必要がある。
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論文審査の結果の要旨
成人アトピー性皮膚炎の顔面難治性紅斑が最近わが国で著しく増加している。本論文ではこの顔
面難治性紅斑の病理組織学的構築を検討した。21例の顔面難治性紅斑の生検材料より連続切片を作
成し、HE染色、ギムザ染色、エラスティカ・ワンギーソン染色、第Ⅷ因子関連抗原の免疫染色を
行った。
その結果、顔面難治性紅斑の病理組織所見は一様ではなく、湿疹性変化を主体とする病変（第1
群）、ステロイド酒査皮様変化を主体とする病変（第2群）、および湿疹性変化とステロイド酒査皮様変
化がともに目立つ病変（第3群）が存在した。各病変の頻度は第3群が最も多く71％を占めた。
以上の研究は、顔面難治性紅斑の病理組織学的構築の詳細な解析を通じてこの紅斑がいくつかの
異なった機序で生じることを明らかにし、その診断と治療に寄与するところが多大である。したがっ
て、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。
なお、本学位授与申請者は、平成10年11月20日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け、合
格と認められたものである。
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